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内容の要旨および審査の結果の要旨
口腔内常在菌であるEubacteriumlentum（E・lentum）の抗腫瘍活性をATCC25559株を用いて検
討した。抗腫瘍活性はICR系マウスに移植したエールリッヒ腹水癌細胞,サルコーマ180細胞，およびBA
LB／c系マウスに移植したメスＡ細胞の固型癌を用いて検討した．活性の評価は各標品投与群マウスの対
照群マウス（滅菌生理食塩水投与群）に対する腫瘍重量の比（腫瘍増殖阻止率），あるいは平均生存日数
の比（T／C）により行った。また本菌の抗腫瘍活性を免疫学的見地から検討した。得られた結果は以下
のごとくである。
(1)Ｅ・lentumATCC25559株菌体の超音波処理上清液は，エールリッヒ腹水癌細胞およびサルコー
マ180細胞の固型腫瘍に対し，腫瘍増殖阻止率で各々43.1％，27.3％，Ｔ／Cにおいては各々135.9％以
上，128.7％以上を示し，抗腫瘍活性が認められた。
(2)超音波処理上清液の60％エタノール画分を更に等電点沈澱法で処理したところ，ｐＨ6.0画分に強い抗
腫瘍活性が認められた。即ち，エールリッヒ腹水癌細胞，サルコーマ180細胞，メスＡ細胞に対し
39.0-58.5％の腫瘍増殖阻止率，132.2％以上～139.4％以上のT／Cを示した。
(3)ｐＨ6.0画分の用量一反応関係をメスＡ細胞を用いて検討した。7.5-15.0ｍｇ／ｍｌの濃度において腫瘍
形成の抑制（腫瘍増殖阻止率，33.4-45.9％；Ｔ／C，131.9％以上～136.7％以上）が認められた。よ
り高濃度の22.5ｍｇ／ｍｌ投与群ではマウスの艶死，また低濃度の3.5ｍｇ／ｍｌでは腫瘍の増殖抑制が認め
られなかった。以上の結果から，抗腫瘍活性発現には至適量が存在することが分かった。
(4)ｐＨ6.0画分の抗腫瘍活性は100℃加熱により不活されないことから，その本体は蛋白以外の物質であ
ることが推測された。
(5)ｐＨ6.0画分のマウスへの投与方法を筋肉内，腫瘍内および腹腔内の３経路に分けメスＡ細胞を用いて
検討したところ，投与経路による明らかな抗腫瘍活性の差異はみられなかった。また，ｐＨ6.0画分を投
与したマウスでは腫瘍部位にＬ３Ｔ４陽性T細胞の著明な浸潤が病理組織学的に認められた。
以上の結果，Ｅ・lentumATCC25559株は，強い抗腫瘍活性を有していることが分かった。また，
本抗腫瘍活性物質は耐熱性であり，本活性には免疫系が関与していることが示唆された。
、
以上，本研究は，口腔内常在菌の一つであるE・lentumの抗腫瘍活性を明らかにしたものであり，口腔
細菌学，腫瘍学に寄与する有為な論文と評価された。
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